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『
江
戸・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
』㈤

　

今
回
か
ら
、
中
央
区
の
川
と
河
岸
に
つ

い
て
考
証
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
に
取
り
上
げ
る
日
本
橋
川
は
、
亀
島

川
と
と
も
に
都
心
の
中
央
区
に
残
る
数
少

な
い
川
で
す
。
日
本
橋
川
は
、
江
戸
期
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
街
中
に
張
り
め

ぐ
ら
さ
れ
た
水
路
を
行
き
交
う
水
上
交
通

＝
舟
運
の
も
っ
と
も
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
水
路
（
運
河
）
で
す
。
そ
の

両
岸
に
は
河
岸
地
と
蔵
が
連
な
り
、江
戸
・

東
京
の
「
市い
ち

場ば

」
と
し
て
の
機
能
や
経
済

活
動
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。

◇
日
本
橋
川
の
原
形

　

前
号
に
書
き
ま
し
た
が
、
家
康
が
江
戸

入
り
し
た
直
後
に
、
徳
川
の
自
前
の
工
事

と
し
て
道
三
堀
を
開
削
。
あ
わ
せ
て
日
比

谷
入
江
に
河
口
が
あ
っ
た
平
川
の
流
路

を
、
道
三
堀
に
合
流
す
る
コ
ー
ス
へ
と
付

け
替
え
ま
し
た
。
こ
の
合
流
地
点
か
ら
江

戸
橋
付
近
（
道
三
堀
河
口
部
）
ま
で
の
水

路
が
、初
期
の
日
本
橋
川
に
あ
た
り
ま
す
。

　

慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
二
月
、
家
康

は
征
夷
大
将
軍
に
就
任
し
、
天
下
普
請
を

発
令
で
き
る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。
翌
年

に
は
天
下
普
請
の
準
備
と
し
て
、
江
戸
城

の
石
垣
用
石
材
の
運
搬
船
の
建
造
と
石
材

輸
送
を
西
国
大
名
三
十
一
家
に
命
じ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
慶
長
一
一
（
一
六
〇
六
）

年
に
第
一
次
天
下
普
請
を
発
令
。
こ
の
工

事
で
江
戸
城
本
丸
と
外
郭
が
建
設
さ
れ
た

ほ
か
、「
湊
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
日図１　「江戸・東京の地理と地名」より作図
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比
谷
入
江
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
外
濠
が

開
削
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
比
谷
入
江
の
埋
め
立
て
に
よ
っ

て
、
新
た
に
「
湊
」
の
機
能
を
も
つ
場

所
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
場
所

が
江
戸
橋
付
近
で
、
旧
石
神
井
川
と
旧

平
川
が
流
入
す
る
江
戸
前
島
東
岸
の

「
江
戸
前
の
海
」
だ
っ
た
の
で
す
。

◇
旧
石
神
井
川
の
付
け
替
え

　

慶
長
一
〇
（
一
六
〇
五
）
年
に
は
、

旧
石
神
井
川
の
水
路
が
付
け
替
え
ら
れ

ま
し
た
。
本
郷
台
地
東
側
の
筋す
じ

違か
え

橋ば
し

辺

り
か
ら
、
柳
橋
先
の
隅
田
川
へ
流
れ
る

放
水
路
（
神
田
川
の
原
形
）
が
開
削
さ

れ
た
の
で
す
。
そ
の
目
的
は
、
旧
石
神

井
川
の
上
流
か
ら
運
ん
で
き
た
土
砂
が

河
口
部
に
堆
積
す
る
の
を
防
ぐ
た
め

と
、
下
流
部
の
日
本
橋
地
域
の
洪
水
被

害
を
無
く
す
た
め
で
し
た
。
上
流
か
ら

の
流
れ
を
失
っ
た
旧
石
神
井
川
河
口
部

は
、
あ
ら
た
め
て
伊
勢
町
堀
（
西
堀
留

川
）
と
堀
江
町
入
堀
（
東
堀
留
川
）
に

整
備
さ
れ
て
、
日
本
橋
川
に
つ
な
が
る

河
岸
地
と
し
て
、
舟
運
の
中
心
的
役
割

を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
埋
立
が
進
む
八
町
堀
地
区
と
新
堀

　

同
じ
頃
、
江
戸
前
島
の
東
側
海
岸
線

の
沖
に
は
綾
部
藩
主
九
鬼
家
が
上
屋
敷

を
拝
領
。
さ
ら
に
慶
長
一
六
（
一
六
一

一
）
年
に
は
二
十
四
の
寺
が
八
町
堀
地

区
に
移
転
す
る
な
ど
、
江
戸
前
島
東
岸

沖
合
の
陸
地
造
成
が
進
み
ま
す
。
そ
の

際
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
埋
め
残
さ
れ
て

造
ら
れ
た
水
路
が
楓か
え
で
が
わ川で

し
た
。

　

図
１
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
第
二

次
天
下
普
請
が
発
令
さ
れ
る
前
年
の
慶

長
一
七
（
一
六
一
二
）
年
に
、
日
本
橋

川
と
京
橋
川
の
間
に
九
本
の
船
入
堀
が

開
削
さ
れ
ま
し
た
。
楓
川
と
外
濠
を
結

ぶ
水
路
で
、
目
的
は
江
戸
城
の
石
垣
用

の
石
材
を
揚
陸
す
る
た
め
の
水
路
で

す
。
同
時
期
に
は
三
十
間
堀
や
八
町
堀

舟
入
（
後
の
桜
川
）
が
つ
く
ら
れ
、
北

側
の
八
町
堀
地
区
の
埋
立
が
一
気
に
進

み
ま
す
。
ま
た
、
八
町
堀
北
東
の
沖
合

を
埋
め
立
て
て
、
僧
霊
厳
が
霊
厳
寺
を

創
建
し
た
の
は
、
寛
永
元
（
一
六
二
四
）

年
の
こ
と
。
こ
の
当
時
の
日
本
橋
川
の

下
流
部
は
、
埋
立
が
進
む
八
町
堀
地
区

と
霊
岸
島
付
近
と
の
間
（
現
在
の
亀
島

川
の
水
路
）
を
流
れ
て
海
に
注
い
で
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
元
和
六
（
一
六
二
〇
）
年
、
箱

崎
と
霊
岸
島
と
の
間
に
新
堀
が
開
削
さ

れ
ま
す
。
現
在
の
湊
橋
か
ら
豊
海
橋
間

が
そ
の
水
路
で
す
。『
東
京
府
志
料
』

（
※
）
に
は
「
湊
橋
以
下
を
新
堀
と
呼
ぶ

は
元
和
六
年
開
鑿
し
て
通
船
の
便
利
を

得
せ
し
め
故
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
新
堀
の
開
鑿
に
よ
っ
て
、
湊
橋
付
近

の
「
三
叉
」
で
箱
崎
川
と
亀
島
川
が
分

か
れ
、
日
本
橋
川
の
下
流
に
あ
た
る
新

堀
は
、
永
久
島
（
箱
崎
）
と
霊
岸
島
の

間
を
流
れ
て
隅
田
川
に
注
ぐ
こ
と
な
り

ま
し
た
。

　
（
※
）
東
京
府
志
料

　
　

�　

東
京
府
が
陸
軍
省
の
指
示
に
基

づ
き
、
調
査
・
編
纂
し
た
官
製
地

誌
。
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
に

成
立
し
て
い
る
。
東
京
都
公
文
書

館
が
活
字
化
し
た
も
の
を
刊
行
し

て
い
る
。

◇
あ
ら
た
め
て
水
路
を
確
認
し
ま
す

　

現
在
の
日
本
橋
川
の
流
路
の
原
形

（
平
川
・
外
濠
川
）
を
確
認
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
神
田
川
か
ら
分
か
れ
て
九
段
下

か
ら
雉
子
橋
辺
り
ま
で
の
水
路
は
、
ほ

ぼ
「
平
川
」
の
河
流
部
で
す
。
そ
し
て

雉
子
橋
か
ら
錦
橋
の
間
が
、
日
比
谷
入

江
の
最
奥
部
を
埋
め
残
し
て
造
ら
れ
た

水
路
。
最
後
の
常
磐
橋
か
ら
日
本
橋
、

江
戸
橋
の
間
が
、
江
戸
前
島
を
開
削
し

て
造
ら
れ
た
水
路
で
す
。

　

こ
の
内
、常
磐
橋
下
流
か
ら
日
本
橋
、

江
戸
橋
間
の
水
路
は
、
道
三
堀
の
河
口

部
に
も
あ
た
り
、
江
戸
橋
付
近
は
、
旧

石
神
井
川
の
河
口
部
＝
江
戸
湊
が
あ
っ

た
場
所
で
す
。

　

道
三
堀
が
開
削
さ
れ
た
時
期
に
あ
わ

せ
て
、
平
川
の
河
口
部
が
日
比
谷
入
江

か
ら
道
三
堀
に
合
流
す
る
コ
ー
ス
へ

と
、
水
路
の
付
け
替
え
が
行
わ
れ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
平
川
の
バ
イ

パ
ス
が
合
流
し
た
「
常
磐
橋
と
呉
服
橋

の
間
」
か
ら
江
戸
橋
付
近
ま
で
の
水
路

（
日
本
橋
川
の
原
形
に
あ
た
る
）に
関
す

る
公
的
な
機
関
に
よ
る
記
録
は
、
全
く

見
ら
れ
な
い
の
で
す
。

　

一
方
、
外
濠
の
開
削
は
、
第
一
次
天

下
普
請
が
実
施
さ
れ
た
慶
長
一
一
～
一

二
（
一
六
〇
六
～
〇
七
）
年
と
さ
れ
、

日
比
谷
入
江
の
埋
立
と
同
時
期
に
な
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
外
濠
が
開
削
さ

れ
る
ま
で
、
平
川
の
水
は
ど
こ
に
流
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

普
通
に
考
え
る
と
、
道
三
堀
の
河
口

部
か
ら
海
に
注
い
で
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
も
し
か
す
る
と
付
け
替
え
ら

れ
た
平
川
の
流
れ
は
、
日
比
谷
入
江
に
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つ
な
が
る
常
磐
橋
と
呉
服
橋
間
の「
谷
」

か
ら
、
大
き
く
迂
回
し
て
埋
立
中
の
日

比
谷
入
江
の
南
方
に
放
流
さ
れ
て
い
た

可
能
性
も
あ
る
と
、
鈴
木
理
生
先
生
は

推
測
し
て
い
ま
す
。

◇
明
治
・
大
正
期
の
日
本
橋
川

　
『
東
京
府
志
料
』
に
は
、
日
本
橋
川
は

「
外
濠
川
か
ら
一
石
橋
で
東
に
分
流
し
、

日
本
橋
、
江
戸
橋
を
経
て
緩
や
か
に
南

に
折
れ
、
鎧
橋
、
湊
橋
と
流
れ
て
豊
海

橋
の
先
で
隅
田
川
に
合
流
。
延
長
一
五

町
五
〇
間
（
約
一
七
三
〇
ｍ
）・
川
幅
は

一
石
橋
附
近
で
二
八
・
九
間
（
約
五
二

ｍ
）、日
本
橋
と
江
戸
橋
附
近
で
三
六
間

（
約
六
五
ｍ
）、
鎧
橋
附
近
で
は
六
〇
間

（
約
一
〇
九
ｍ
）
で
、
そ
れ
よ
り
下
流
は

二
四
・
五
間
（
約
四
五
ｍ
）
あ
り
、
水

深
は
五
・
六
尺
（
約
一
・
五
～
八
ｍ
）

～
一
丈
（
約
三
ｍ
）」
と
あ
り
ま
す
。

　

舟
運
に
つ
い
て
は
「
お
お
よ
そ
海
漕

河
運
の
諸
物
品
こ
の
水
路
に
由
ら
ざ
る

は
な
し
」
と
し
て
、「
舟
筏　

押
送
船
一

六
二
、
廻
船
二
、
五
大
力
船
三
、
高
瀬

舟
一
、
日
除
船
四
〇
、
傳
馬
船
九
〇
、
小

傳
馬
船
二
、
傳
馬
造
茶
船
三
八
、
茶
船

造
傳
馬
船
二
、
茶
船
七
三
、
小
茶
船
五
、

艜
船
七
、
似
艜
船
一
、
荷
足
船
九
、
水

船
一
、
漁
船
五
、
小
船
一
五
、
自
走
船

一
」
と
あ
り
、
船
の
合
計
は
四
五
七
艘
。

　

当
時
の
隅
田
川
一
〇
四
六
艘
は
別
格

と
し
て
、
小
名
木
川
の
二
一
二
艘
や
神

田
川
二
八
〇
艘
、
ま
た
亀
島
川
の
二
七

二
艘
、
八
町
堀
（
桜
川
）
一
四
五
艘
な

ど
と
比
較
し
て
も
、
日
本
橋
川
が
舟
運

の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
に
東
京

の
川
筋
の
名
称
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
一
六
年
一
〇
月
の
『
郵
便
報
知
』

に
「
京
橋
区
日
本
橋
区
の
境
、
豊
海
橋

よ
り
鎧
橋
、
江
戸
橋
、
日
本
橋
を
経
て

一
石
橋
に
至
る
川
筋
を
日
本
橋
川
」
と

あ
る
通
り
、
こ
の
年
に
日
本
橋
川
が
正

式
名
称
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）

年
二
月
に
は
水
船
営
業
規
則
が
公
布
さ

れ
て
、
一
石
橋
際
ほ
か
四
カ
所
が
上
水

汲
み
と
り
場
所
（
※
）
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
（
※
）
上
水
吐
水
汲
み
と
り

　
　

�　

江
戸
時
代
、
神
田
上
水
や
玉
川

上
水
が
届
か
な
い
本
所
・
深
川
地

区
で
は
、
玉
川
上
水
の
余
水
を
飲

水
と
し
て
購
入
し
て
い
た
。
銭
瓶

橋
の
左
右
と
一
石
橋
左
右
の
余
水

を
利
用
。
東
京
府
は
明
治
一
九
年

に
規
則
を
定
め
て
、
銭
瓶
橋
際
・

一
石
橋
際
・
蛎
殻
町
三
丁
目
十
番

地
先
・
比
丘
尼
橋
際
・
南
小
田
原

町
四
丁
目
二
番
地
先
の
五
カ
所
を

指
定
。
東
京
府
の
統
計
書
に
よ
る

と
、
水
船
は
明
治
二
二
年
当
時
が

ピ
ー
ク
で
深
川
区
で
九
六
隻
を
数

え
る
。
東
京
市
内
の
上
水
道
が
、

従
来
の
「
自
然
流
下
式
水
道
」
か

ら
「
加
圧
式
水
道
」
に
改
良
さ
れ

た
の
は
、
明
治
三
一
年
一
二
月
。

ま
ず
神
田
・
日
本
橋
両
区
か
ら
は

じ
ま
る
。
そ
の
後
、
明
治
三
三
年

二
月
に
は
東
京
市
会
が
深
川
水
道

建
議
を
可
決
、
や
っ
と
深
川
地
区

に
も
水
道
鉄
管
が
行
き
わ
た
る
こ

と
な
っ
た
。

　

大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
の
東
京

市
内
外
の
「
河
川
航
通
調
査
」
に
よ
る

と
、
日
本
橋
川
の
区
間
は
日
本
橋
区
西

河
岸
よ
り
京
橋
区
大
川
端
町
ま
で
、
延

長
は
九
七
六
・
六
間（
約
一
七
七
七
ｍ
）、

幅
員
の
最
広
四
七
間
（
八
五
・
五
ｍ
）・

最
狭
一
九
・
八
間
（
約
三
六
ｍ
）
で
平

均
は
三
〇
・
九
間
（
約
五
六
・
二
ｍ
）

と
し
て
い
ま
す
。
明
治
・
大
正
の
頃
の

日
本
橋
川
は
、
魚
河
岸
を
ひ
か
え
て
水

路
を
行
き
交
う
船
も
多
く
、
ま
た
千
葉

方
面
か
ら
く
る
行
商
船
（
＝
う
ろ
う
ろ

船
と
呼
ば
れ
る
）
も
頻
繁
に
航
通
す
る

な
ど
、
類
を
見
な
い
ほ
ど
の
活
気
に
満

ち
た
水
路
だ
っ
た
の
で
す
。

◇
震
災
復
興
事
業
で
日
本
橋
川
は

　

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一

日
に
起
き
た
関
東
大
震
災
は
、
大
地
震

に
火
災
が
加
わ
り
、
東
京
・
横
浜
を
ほ

ぼ
壊
滅
さ
せ
る
大
災
害
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
災
害
に
よ
っ
て
当
時
の
東
京

湊
の
中
心
地
＝
下
町
一
帯
は
ほ
と
ん
ど

が
焼
失
。
火
災
の
被
害
を
見
る
と
、
日

本
橋
区
は
一
〇
〇
％
（
全
焼
二
六
一
二

二
戸
）
で
、
京
橋
区
は
八
八
・
七
％
（
全

焼
五
〇
三
二
一
戸
）。
焼
失
町
数
で
は
、

日
本
橋
区
は
一
四
〇
町
、
京
橋
区
は
二

〇
七
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字

で
も
分
か
る
よ
う
に
、
日
本
橋
区
と
京

橋
区
は
全
滅
に
近
い
状
態
で
し
た
。

　

震
災
直
後
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
被
災

地
の
復
旧
・
復
興
は
、「
帝
都
復
興
事

業
」
の
都
市
計
画
と
し
て
実
施
さ
れ
、

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
三
月
に
一
応

の
完
成
を
み
て
い
ま
す
。事
業
内
容
は
、

お
も
に
土
地
区
画
整
理
、
街
路
、
河
川
・

運
河
、
橋
梁
、
公
園
な
ど
に
分
け
ら
れ
、

主
要
な
も
の
は
国
、
補
助
的
な
も
の
は

東
京
市
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
の
復
興
事
業
で
、
河
川
や
橋
梁
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
、
水
運
の
復
興
と
い
う
よ

り
も
、
近
代
化
へ
の
方
向
へ
と
大
き
く

転
換
す
る
も
の
で
し
た
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
一
つ
は
従

来
の
人
力
（
手
漕
ぎ
）
に
よ
る
船
の
移

動
を
前
提
に
形
成
さ
れ
て
い
た
水
路

を
、
エ
ン
ジ
ン
付
き
の
船
（
動
力
船
）

が
航
行
で
き
る
よ
う
に
対
応
す
る
こ

と
。
二
つ
は
水
路
の
幅
を
拡
げ
、
護
岸

の
強
化
と
橋
台
地
を
撤
去
し
て
河
岸
地

を
再
編
成
す
る
こ
と
。
三
つ
は
橋
桁
下

の
空
間
の
確
保
＝
水
路
の
浚
渫
に
よ
っ

て
深
度
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
実
施
さ
れ
た
「
運
河
・

新
設
・
埋
立
と
こ
れ
に
伴
う
橋
梁
の
新

設
」
は
、
都
心
部
の
運
河
に
限
定
さ
れ

ま
し
た
。
将
来
的
に
運
河
と
し
て
残
す

必
要
が
な
い
と
さ
れ
た
西
堀
留
川
な
ど

の
河
川
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
あ
ら
た
に

楓
川
・
築
地
川
連
絡
運
河
が
開
鑿
さ
れ

た
ほ
か
、
既
存
の
運
河
は
前
記
の
と
お

り
に
改
修
さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
「
商
業
地
区
た
る
京
橋
、

日
本
橋
方
面
及
工
業
地
帯
た
る
本
所
、

深
川
方
面
に
お
け
る
水
運
施
設
を
必
要

と
す
る
地
域
」
が
対
象
と
な
り
、「
改
修

一
一
、
新
鑿
一
、
埋
立
一
、
合
計
一
三
」

の
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
橋

川
は
、同
時
航
行
で
き
る
船
数
は
四
艘
、

水
路
の
幅
は
四
七
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は

一
・
八
メ
ー
ト
ル
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
帝
都
復
興
事
業
志
』
に
、
日
本
橋
川

は
「
商
業
中
心
地
域
を
貫
流
し
て
外
濠

と
隅
田
川
を
連
絡
す
る
枢
要
河
川
で
あ

っ
て
、大
正
一
〇
年
の
調
査
に
よ
る
と
、

一
日
の
通
船
数
一
九
一
隻
、
沿
岸
取
扱

貨
物
一
カ
年
五
九
万
六
七
〇
〇
余
ト
ン

で
あ
る
。
上
流
部
は
相
当
な
川
幅
を
有

す
る
も
下
流
延
長
は
三
六
ｍ
に
過
ぎ
な

い
か
ら
こ
れ
を
四
七
ｍ
に
拡
築
す
る
と

同
時
に
水
深
を
増
加
せ
ん
と
す
る
の
で

あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
復
興
事
業
が
完
成
し
た

当
時
、
ま
だ
日
本
橋
川
は
舟
運
の
機
能

と
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

◇�

震
災
復
興
と
日
本
橋
川
に
架
か

る
橋

一
、
橋
の
応
急
修
理

　

震
災
に
よ
っ
て
焼
失
ま
た
は
墜
落
し

た
橋
は
「
二
八
九
橋
」
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。
ま
た
焼
失
・
墜
落
を
免
れ
た
が
損

傷
を
受
け
た
橋
は「
七
〇
橋
」。
東
京
市

は
被
害
を
受
け
た
橋
の
内「
一
六
四
橋
」

に
つ
い
て
修
理
や
仮
橋
（
木
桁
）
を
架

け
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
と
り
あ
え

ず
の
「
緊
急
避
難
的
な
復
旧
」
を
行
っ

た
わ
け
で
す
。
中
央
区
関
係
は
「
七
一

橋
」
が
対
象
で
、
日
本
橋
川
で
は
、
以

下
の
橋
が
応
急
修
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
一
石
橋　

修
繕
・
ペ
ン
キ
塗　

○
西
河
岸
橋　

ペ
ン
キ
塗
・
仮
橋　

○
江
戸
橋　

ペ
ン
キ
塗
・
仮
橋　

○
鎧
橋　

修
繕　

○
湊
橋　

拡
張　

○
豊
海
橋　

ペ
ン
キ
塗
・
拡
張

二
、
改
築
さ
れ
た
橋

　

応
急
修
理
さ
れ
た
橋
の
ほ
か
に
、
修

理
し
て
も
永
久
使
用
に
耐
え
ら
れ
な
い

橋
や
不
燃
構
造
に
な
っ
て
い
な
い
橋
、

強
度
が
不
充
分
な
橋
な
ど
、
改
築
が
必

要
な
橋
が
「
八
十
八
橋
」
も
あ
り
、
中

央
区
関
係
は
「
二
五
橋
」
が
対
象
。
日

本
橋
川
で
は
西
河
岸
橋
が
改
築
。

　

震
災
前
は
橋
長
二
八
・
八
ｍ
、
幅
員

六
・
二
五
ｍ
、
鉄
桁
で
し
た
が
、
震
災

後
は
橋
長
五
二
ｍ
、
幅
員
一
一
ｍ
、
鉄

桁
と
な
り
、
大
正
一
四
年
八
月
に
竣
工

と
な
っ
て
い
ま
す
。

三�

、
本
格
的
な
幹
線
道
路
（
幅
員
二
二

ｍ
以
上
）
の
建
設
（
昭
和
通
り
や
大

正
通
り
に
代
表
さ
れ
る
）
に
伴
う
改

架
と
新
架
さ
れ
た
橋

　

東
京
市
内
で
は
「
九
六
橋
」
が
工
事

さ
れ
、
中
央
区
関
係
は
「
三
七
橋
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
橋
川
で
は
以
下

の
二
橋
で
す
。

○
江
戸
橋
（
一
号
線
）
橋
長
六
三
・
四
ｍ

　

幅
員
四
四
ｍ　

昭
和
四
年
一
月
竣
工

○
茅
場
橋
（
五
号
線
）
橋
長
五
二
・
一
ｍ

　

幅
員
三
三
ｍ　

昭
和
四
年
七
月
竣
工

四
、
運
河
改
修
に
伴
う
改
架
・
新
架

　

日
本
橋
川
は
亀
島
川
分
流
点
（
富
島

町
地
先
）
か
ら
隅
田
川
合
流
点
（
大
川

端
町
地
先
）
ま
で
、
延
長
四
七
〇
ｍ
が

改
修
。
川
幅
は
三
六
ｍ
か
ら
四
七
ｍ
へ

拡
幅
さ
れ
、
水
深
一
・
八
ｍ
と
な
り
、

同
時
航
行
船
数
も
四
隻
へ
と
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
本
橋
川
の
改
修
に
伴
っ
て
豊
海
橋

が
、
橋
長
四
六
・
八
ｍ
、
幅
員
八
ｍ
に

改
架
と
な
り
、
竣
工
は
昭
和
二
年
二
月

の
こ
と
で
す
。

�

（
以
下
次
号
）

�

（
菅
原
健
二
）


